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一編集後記……

禽先月号は,編集の途中から,兵庫南部地震の緊急

記事を入れることになり,編集を大きく変更した､

出版がずれ込んだが,特集の内容はいかがだっただ

ろうか.本誌では,今回の地震を機会に,災害と地

質との関連をあらためて多角的た視点から考える機

会を作りたいと考えている一先月号でお知らせした

ように,これに関連した特集を再度組む予定にして

いるので,読者のご意見,ご寄稿を歓迎する.

含水号は,当所が工業技術院特別研究で平成5年

度から実施Lているr島弧型炭化水素ポテンシャル

の形成機構と予測手法に関する研究｣を中心に,関

連研究の動向や成果を特集した.六号では,まず,

グロｰバルな環境や初期続成過程に関連した部分を

レビュｰしたが,つづけて第2報として,応用編

を準備中である.併世て読んでいただげれば幸いで

ある.六号の編集に当たってはプロジェクト･リｰ

ダｰの徳橋秀一氏に全体を構成して頂いた.鈴木徳

行氏からは,ちょうど北海道大学へ異動されたさ中

のお忙しい時期にもかかわらず,最新の研究動向を

寄稿していただいた.幅広い観点から課題が展望さ

れたと感謝致します.

禽表紙と口絵写真の前半は,鈴木祐一郎･山本正伸

両氏が,1990年にオマｰソヘ調査に出張された際

の貴重な写真から紹介した.表紙の露頭は,このと

き開催されたオフィオライトに関する国際シンポジ

ウムでの巡検の一部である.地殻の断面を目の当た

りにできる興味深い写真が他にも多数あったが,そ

れらは次の機会にまとめて紹介できれぱと思う一

合本号で平成6年度も最後の出版にこぎつけた.

あいかわらず遅れが目立ち読者の皆様に大変ご不便

をお掛けしていることをお詫びする1本誌は,研究

機関が編集する普及誌でありたがら,単に業務内容

を一方的に･広報するにとどまらず,所外からの幅広

い寄稿を含めて編集してきた.産業界･学会･官界

のさまざまた動向や意見を取り入れることによって

こそ,我表の研究の目的,方向性,課題を見定める

ことができ,また,ご理解いただげると考えるから

である.新年度も多彩な特集と,新企画のシリｰズ

などを計画しているので,引き続きご支援とご批判

をお願いいたしたい.最後に,本年度ご投稿頂いた

方表,編集･出版にご支援･ご協力いただいた方々

に厚く御礼申し上げる.
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